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光が丘第七小学校・田柄第三小学校 統合準備会(第2回） 要点記録 

 

開 催 日 時 平成20年7月2日（水）午後7時～午後9時 

会    場 田柄第三小学校 会議室 

委 員 

重田三夫、高橋義幸、松延茂、邉見茂、福澤志保、高橋明子、 

福田幸子、小山佐江子、相原幸一、小川典余、石井ひとみ、 

桐生寿々子、吉田君代、畑河内シメ子、上野勝弘、清水きよゑ、 

冨永愛子、小嶺牧子、吉田昭、五十嵐藤吉（敬称略） 

そ の 他 学校教育部長、施設課長 

出 席 者 

事 務 局 新しい学校づくり担当課 

傍 聴 者 1人 

案   件 

１ 統合準備会（第1回）の要点記録の確認 

２ 校舎の見学 

３ 閉校に伴う歴史の保存について 

４ 統合新校の大規模改修工事について 

５ その他 

 

１ 統合準備会（第1回）の要点記録の確認 

 

事務局  
事務局が作成した「統合準備会（第 1 回）の要点記録（案）」の内容を、委員の方々に確認

してもらいたい。訂正すべき点があった場合は、7月9日（水）までに事務局へ連絡してほし
い。その後、新しい学校づくり担当課のホームページに要点記録を掲載する。 
 
－ 異議なし － 
 
 
２ 校舎の見学 

 

（委員全員で、田柄第三小学校の校舎および体育館を見学） 

 
 
３ 閉校に伴う歴史の保存 

 

〔閉校に伴う歴史の保存方法（統合記念室の設置、卒業記念作品の取り扱い、記念碑の設置）

について、中野区・杉並区・豊島区・板橋区の統合校をもとに、事務局から説明〕 
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【概要】 

(1)中野区立桃花小学校（桃園第三小、仲町小、桃丘小を統合し、平成20年4月開校） 

・統合記念室は、改築後の体育館内に設置予定。現在は、廊下に校旗、校名板、校章などを

入れた展示ケースを設置。 

・卒業記念作品は、電子データ化したのち、現物はすべて撤去。 

・記念碑は、廃校となった2校の校庭に同窓会等の費用負担で設置。 

(2)杉並区立天沼小学校（杉並第五小と若杉小を統合し、平成20年4月開校） 

・統合記念室は、統合新校の校舎内に設置予定。大きさは普通教室程度。 

・卒業記念作品は、同窓会の呼びかけにより一部は卒業生が引き取り、あとは撤去。 

・記念碑は、設置なし。 

(3)豊島区立朋有小学校（時習小と大塚台小を統合し、平成15年4月開校） 

・統合記念室は、統合新校の校舎内に設置。大きさは、普通教室の1/2程度。展示品は、廃

校となった2校の校旗、校名板、校章、卒業アルバム、トロフィー、歴代校長の縮小写真

など。 

・卒業記念作品は、電子データ化したのち、原則として撤去。統合記念室内のパソコンで作

品の閲覧も可。 

・記念碑は、統合新校とならなかった小学校のみ設置。費用は、敷地の売却先である大学が

負担。 

(4)板橋区立高島第七小学校（高島第二小に吸収統合となり、平成19年3月閉校。） 

・統合記念室は、暫定利用中の高島第七小の旧校長室を利用。展示品は、校旗、卒業アルバ

ム等。 

・卒業記念作品や記念樹は、そのままの状態で保存。 

・記念碑は、設置なし。 

 
委員 
同時に閉校となる光が丘地区の8つの小学校について、まとめて歴史を保存したらどうか。 
 
事務局 
歴史の保存を8校合同で行うか否かは、各統合準備会の意見を尊重したい。 

 
委員 
 今後の統廃合にも利用できるよう、どこか区内1か所に、歴史をまとめて保存するスペースを確
保できないか。 
 
事務局 
 例えば、地区区民館などの公共施設の一部を使用できるか否かは、施設側の都合によると思う。

教育委員会の一存で決めることはできないが、要望として受け止める。 
 
委員 
統合新校以外の場所に歴史を保存する場合、誰が管理していくことになるのか。 
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副会長 
管理者は、歴史を保存する場所によるのではないか。 
 
委員 
 使用しなくなる学校の跡施設に総合教育センターができた場合、そこに8校分の歴史をまとめて
保存したらどうか。 

 

事務局 
使用しなくなる4校の跡施設利用は、区全体の今後の検討課題である。教育委員会の一存で

決めることはできないが、要望として受け止める。 
 
委員 
 統合新校以外の場所で歴史を保存することになっても、その管理にかかる費用は、教育委員会で

確保してほしい。 
 
事務局 
統合新校以外の場所で歴史を保存することが決まれば、その管理にかかる費用について検討する。 

 
委員 
将来、児童数がさらに減少する懸念がある。万が一、統合新校が再び統廃合の対象になれば、今

回歴史を保存する施設を設置しても、無駄になってしまうのではないか。 
 
事務局 
「区立学校適正配置第一次実施計画」では、24年度までの推計値に基づいて、統合新校を決定し
た。今回の統合対象校が、再び統廃合の対象になることはないと考えている。 
 
委員 
統合新校の児童が普段から見ることができるよう、歴史は統合新校に保存してほしい。 
 
委員 
卒業生が気軽に見に行くことができるよう、歴史は公共施設などに保存してほしい。 

 
委員 
 学校だけでなく、周辺地域にとっても大切なものであるため、歴史は統合新校に保存してほしい。 
 
副会長 
歴史の保存については、次回の統合準備会において意見をまとめたいがよろしいか。 

 
－ 異議なし － 
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４ 統合新校の大規模改修工事について 

 

〔統合新校における大規模改修工事の概要（素案）について、区（施設課長）から説明〕 

 

【概要】 

(1)大規模改修工事の基本的な考え方 

・平成22年4月、統合新校は現光が丘第七小学校を仮校舎として運営を開始する。 
・平成 22年 4月以降、現田柄第三小学校を空の状態にして改修工事を行い、工事終了後、本
来の位置である現田柄第三小学校に戻る。 
・統合時に必要な工事（普通工事の増に伴う工事、校名・校章変更に伴う工事など）を行う。 
・今後長期間使用する小学校としてふさわしい内容の工事を行う。 
・必要な箇所について、耐震補強工事を行う。 
（2）大規模改修工事の主な項目 
・校舎については、屋上防水、外壁改修、内装改修、トイレ改修、普通教室冷房化、給食室改

修、耐震補強工事、電気設備工事、機械設備工事、外構工事などを行う。 

・体育館については、床改修、外壁改修などを行う。 

・プールについては、水槽改修、プールサイド改修などを行う。 

（3）設計期間 
・平成20年8月から平成 21年 3月まで。 
（4）工事期間 
・平成22年4月から平成 23年 3月まで。工事の内容や進め方によって、前後する。 
 
副会長  
はじめに、統合新校は現光が丘第七小学校を仮校舎として運営を開始し、現田柄第三小学校は

空の状態にして改修工事を行うとする案について意見を聞きたい。 
 
委員 
児童の学習面や安全面の観点から、現田柄第三小学校を空の状態にして改修工事を行うほうが

よい。 
 
委員 
現田柄第三小学校を空の状態にして改修工事を行う案に賛成である。校舎を空の状態にできる

のであれば、改修ではなく、一旦壊して建て直したらどうか。 
 
施設課長 
建築後、30年しか経過していないため、校舎を建て直す予定はない。 
 
委員 
 児童の学習面や安全面に加えて、工事の効率性の観点からも、現田柄第三小学校を空の状態に

して改修工事を行うほうがよい。 
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委員 
 現光が丘第七小学校を仮校舎とする場合、新たな通学路の安全面が心配だ。 
 
副会長 
通学路の安全については、学校でも配慮していく。 

 
副会長 
統合準備会としては、統合新校は現光が丘第七小学校を仮校舎として運営を開始し、現田柄第

三小学校は空の状態にして改修工事を行うとする案に賛成ということでよろしいか。 
 
－ 異議なし － 
 
副会長  
次に、改修工事に関する意見・要望を聞きたい。 
 
委員 
ランチルームや学校応援団のひろば室、地域やボランティアの交流室などの設置を検討してほし

い。 
 
委員 
これほど大規模な改修工事が必要となる田柄第三小学校は、統合新校の位置となる学校としてふ

さわしくなかったのではないか。 
 
事務局 
統合新校の位置となる学校は、校舎の築年数だけでなく、さまざまな要因をもとに決定した。 

 
委員 
 1階に開放図書室を設置してほしい。 
 
委員 
体育館や校庭利用者のため、体育館にトイレを設置してほしい。 

 
委員 
体育館入口の段差を解消してほしい。 
 
委員 
光が丘第四中学校との境の門を整備してほしい。 
 
委員 
不審者対策の観点から、秋の陽公園との境のフェンスを高くしてほしい。 
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委員 
 校舎の階段の幅を広くしてほしい。 
 
委員 
 トイレ内の個室スペースが狭いので、もっと広くしてほしい。 
 
委員 
図画工作教室と図工作品室は、近くに配置したほうがよいのではないか。 
 
委員 
 ＰＴＡ室を1階に配置してほしい。 
 
委員 
 １階には、ランチルームや学校応援団のひろば室の設置を優先すべきではないか。 
 
委員  
 校舎の端に配置されている学年室は、比較的静かな環境であるため、会議室に転用したほうがよ

いのではないか。 
 
委員 
給食用リフトが廊下に面していて危ないので、安全な形にしてほしい。 

 
委員 

1 年生が移動しやすいことと、校庭の様子が見渡せることを考慮すると、学校応援団のひろば室
としては、現在の会議室が最適ではないか。 
 
委員 
 校庭に野球用の防球ネットを設置してほしい。 
 
委員   
 改修工事の予算はいくらぐらいなのか。予算が確保できていなければ、要望が実現されない恐れ

がある。 
 
施設課長 
 予算はまだ確定していない。今後、必要な額を確保していきたい。 
 
委員  
 改修工事の中に、30年改修も含まれるのか。 
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施設課長  
今回の改修工事では、定期的に行わなければならない内容の工事を含めて行う。 
  
事務局 
改修工事に関して、意見・要望がある場合は、次回の統合準備会のおおよそ 10日前までに
事務局へ提出してほしい。 
 
－ 異議なし － 
 
 
５ その他 

 

副会長 
次回の統合準備会の日程を決めたい。次回は8月4日（月）午後7時から、光が丘第七小学

校で開催したいと思うがよろしいか。 

 

－ 異議なし － 

 

会長 

以上で、第2回統合準備会を終了する。 

 


